
未来をたくましく生き抜く子どもを育む
魅力ある学校づくり

～自立した学習者の育成と教頭の関わり～

第43回中国地区公立学校教頭会研究大会(島根大会)
第5分科会 教職員の専門性に関する課題

提言者 山口県美祢市立厚保小学校 吉谷 亮



教職員の専門性≒教頭の専門性

はじめに



「令和の日本型学校教育」の構築を目指して

～全ての子供たちの可能性を引き出す，
個別最適な学びと，協働的な学びの実現～

主題設定の理由

令和３年１月２６日中央教育審議会答申



それぞれの学びを一体的に充実し
「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善につなげる

①個別最適な学び

②協働的な学び

主題設定の理由



・「個別最適な学び」「協働的
な学び」をどう進めればいい
ですか？

・主体的に学びを進められる子
どもを育てたいです。

「個別最適な学び」と「協働的
な学びの在り方への理解」を深
めることが重要

主題設定の理由



自由進度学習…子どもが自ら立てた学習計画に基づいて自分の
ペースで学ぶ学習

複数校で試行的に実践(１年次)

地域・支部の実態



【自由進度学習】美祢市における実践

多様な学び（教科書、ICT、プリント、ドリルなど）



自由な学びの空間

【自由進度学習】美祢市における実践



一人学びに集中

【自由進度学習】美祢市における実践



友達との学び合い

【自由進度学習】美祢市における実践



パターン①１時間ごとに自由進度にする。

【例】一斉（10分）⇒自由進度（30分）⇒振り返り（５分）

パターン②単元内をいくつかのまとまりに分け、まとまりごと
に自由進度にする。

【例】導入（一斉）⇒３時間⇒２時間⇒３時間⇒まとめ

パターン③単元内を自由進度にする。

【例】導入（一斉）⇒自由進度⇒まとめ

自由進度学習について



自由進度学習のメリット
☆個に合ったペース・スタイルで進められる。ゆっくり理解する子は
ゆっくりと、早く進められる子はどんどん進められる。

☆学習内容がわからないまま一律に進められることがない。わからない
時にはすぐに先生や友達に質問できる。

☆支援が必要な子どもに教員が対応できる。教師が授業を進めないので、
個に対応できる。

☆自分で選択・決定することで主体的な学習ができる。

特別支援教育の視点からも有効な手立て

自由進度学習とは？
⇒自分で学習の進度や学習の方法を選択する学習
【自己決定・自己選択学習】

自由進度学習について



研究のねらい

児童生徒を「自立した学習者」として育
成するため、教職員の授業力や資質向上
に向けた校内研修の活性化に取り組む。



研究について

(1)授業改善に向けた実態把握および本市の課題に
ついて

(2)授業実践および「個別最適な学び」「協働的な
学び」の一体的な充実に向けた研修の在り方に
ついて



(1)授業改善に向けた実態把握および本市の課題
について

研究について



日々の授業づくりで困っていることはありますか。

アンケートから １年次 令和4年10月

55%

11%

29%

3%



「いつも困っている」「ときどき困っている」と答えた方につ
いて、具体的に困っていることがあればお書きください。

アンケートから １年次 令和4年10月



美祢市では、「自由進
度学習」を進めていま
すが、このことを知っ
ていますか。

「知っている」と答えた方は、
「自由進度学習」を実践したこと
がありますか。

94%

6%

67%

33%

アンケートから １年次 令和4年10月



自由進度学習について

●子どもの学力を高める有効な手立てだと思う。
●子どもの主体性を高めると思う。
●個に応じた学習課題や学習方法を選択できる
と思う。
●これまでの集団での指導の方がよいと思う。
●できる子どもとできない子どもの学力差が広
がりそうだと思う。
●授業準備が大変だと思う。
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複数選択可



自由進度学習について教員から指導助言を求めれたとき、どの
程度できますか。

53%

31%

14%

3%

アンケートから １年次 令和4年10月



・多くの教員が授業作りや教材研究で困り感を
もっている。

・多くの教員が自由進度学習の意義は理解してい
るが、実践までは至っていない。

・管理職の多くが自由進度学習の指導について自
信をもっていない。

考察(1年次)



(2)授業実践および「個別最適な学び」
「協働的な学び」の一体的な充実に
向けた研修の在り方について
① 教頭自身が学ぶ
② 教頭自身が実践する
③ 教材作りや実践を共同で行う
④ 市や小中で連携した研修活動
⑤ 実践や情報の共有

(1年次後半～2年次)



① 教頭自身が学ぶ

令和5年1月17日 第7回美祢市公立学校教頭会研修会

・「自由進度学習の考え方や実践について
～天童市立天童中部小学校の取組を例に～」

山陽小野田市教育委員会学校教育課 関本 努 様

・「美祢市内の実践報告および指導助言
実践校：大田小・麦川小・伊佐小
指導助言 美祢市教育委員会学校教育課 大坪 伸彰 様

教頭研修会において



① 教頭自身が学ぶ
教頭研修会において

令和5年5月23日 第2回美祢市公立学校教頭会研修会

・「自由進度学習について」

講師 美祢市教育委員会学校教育課 指導主事
中村 哲哉 様



① 教頭自身が学ぶ

参観授業の分析・記録レポート



② 教頭自身が実践する

第4学年 理科「電気のはたらき」

自分が作った回路と見比べながら「電池がここで、
こうつなげたから…」と考えながら描く姿が見られ
ました。
昨年に比べて「直列」「並列」などの知識の定着率
もとても高くなっていました。



② 教頭自身が実践する

主体的な学びになるため
に、普段の生活とつなげ
ることや自己選択の大切
さを意識する必要がある。

第6学年 社会科
「天下統一を進めた二人の武将」



② 教頭自身が実践する

第4学年 理科「流れる水のゆくえ」

校内研修会で実践発表をし
た。これまで、算数を試み
たものはあったが、理科の
取組は今後の広がりを考え
る上でも有効であった。

教頭自ら、自由進度学習に
取り組むということは、他
職員への意識づけとしては
効果があった。



② 教頭自身が実践する

第6学年 社会科
「江戸時代と政治の安定」

第6学年 理科
「発電と電気の利用」

従来の学習スタイルとは異なるため学習内容の定着
に不安があったが、テスト等の結果は良く、理解で
きていた。

単元のめあてに向けて、自分なりの方法で調べたり
試行錯誤したりすることができ、取り組む際の集中
力が高まっていた。



③ 教材作りや実践を共同で行う

チャットを用いて美祢市教委・他校の教諭・教頭
での教材研究

Y教頭
5年生円と正多角形
の要点プリント等を
作成してみました。

チャットを用いて美祢市教委・他校の教諭・教頭
での教材研究



③ 教材作りや実践を共同で行う

指導主事
チャレンジ問題を
作ってみました。

チャットを用いて美祢市教委・他校の教諭・教頭
での教材研究



③ 教材作りや実践を共同で行う

チャットを用いて美祢市教委・他校の教諭・教頭
での教材研究

K教諭
授業準備の負担が大幅削減です！教師にとっても
自由進度学習はとても有益なものだと思います。



スキルアップタイム
(中学3年生 英語科)
習熟度別の
「学び直しの時間」

英語科の教員と応援教員
で進める

③ 教材作りや実践を共同で行う



スキルアップタイム(中学校)
③ 教材作りや実践を共同で行う



スキルアップタイム(中学校)
③ 教材作りや実践を共同で行う



スキルアップタイム(中学校)
③ 教材作りや実践を共同で行う

加配教員を含めた多くの教員が自由進度学習に
触れるきっかけとなった



④ 市や小中で連携した研修活動

「教頭先生、自由進度学
習の授業を見てみたい
です。」

「今、自由進度学習を
実践している先生が本
校にいないなぁ…」

学校A
教諭

学校A
教頭

事例１ 教頭A･市教委･教頭Bで研修をコーディネート



④ 市や小中で連携した研修活動

「自由進度学習を実践
している学校はあります
か？」

「ちょうど学校BでC先生
が実践していますよ」

学校A
教頭

市教育委員会

事例１ 教頭A･市教委･教頭Bで研修をコーディネート



④ 市や小中で連携した研修活動

「本校教諭が自由進度学習を参
観させてもらえますか？」

「○月○日の○校時に○○先生が
授業しますから、参観できますよ。」

学校A
教頭

学校B
教頭

事例１ 教頭A･市教委･Bで研修をコーディネート

「指導主事も一緒に参観協議
に参加させてください。」

市教育委員会



④ 市や小中で連携した研修活動

授業参観後に授業者・
参観者・市教委指導主
事を交えた協議

事例１ 教頭A･市教委･教頭Bで研修をコーディネート



④ 市や小中で連携した研修活動

事例２ 小中の教頭で研修をコーディネート

中学校社会科の教員
が小学校社会科の授
業を参観



④ 市や小中で連携した研修活動

「算数の自由進度学
習について教材研究
をしたいのですが…」

小学校
教頭

「本校の数学科の教員
に相談してみますね。」

中学校
教頭

事例３ 中学校で扱う内容や発展的な問題について
小学校の教材を小中で共同研究



中学校の数学科教諭と6年生算数科「資料の調
べ方」の教材研究を行う

③教材作りや実践を共同で行う④ 市や小中で連携した研修活動

事例３ 中学校で扱う内容や発展的な問題について
小学校の教材を小中で共同研究



④ 市や小中で連携した研修活動

「自由進度学習の研修を行い
たいのですが、講師に呼べそう
な先生はいますか？」

「学校のD教頭先生はど
うですか？」

学校C
教頭

市教育委員会

事例４ 教頭C･市教委･教頭Dで研修をコーディネート



③教材作りや実践を共同で行う⑤ 実践や情報の共有

【自由進度学習】授業づくりの部屋

教材や授業記
録などを共有

Microsoft Teamsを活用



③教材作りや実践を共同で行う⑤ 実践や情報の共有

教材を活用したT先生

「教頭先生が【自由進
度学習の部屋】に投
稿した教材をそのまま
活用しました。子ども
たちの反応も良く、自
由進度学習のイメー
ジもつかめました。」



③教材作りや実践を共同で行う⑤ 実践や情報の共有

教頭会のチーム

教頭自身の実
践や授業記録
を共有



③教材作りや実践を共同で行う⑤ 実践や情報の共有

中学校区(小中)のチーム

小中での授業
情報の交換・
共有



成果と今後の課題について



日々の授業づくりで困っていることはありますか。

アンケートから

55%

11%

29%

3%

44%

12%

42%

2%

R４ R５
ときどき困っていると答えた割合が減少し、あまり困って
いないと答えた割合が増加している。



美祢市では、「自由進度学習」を進めていますが、このことを
知っていますか。

アンケートから

94%

6%

99%

1%

R４ R５



アンケートから

「知っている」と答えた方は、「自由進度学習」を実践したこ
とがありますか。

67%

33%

45% 55%

R４ R５



自由進度学習について教員から指導助言を求めれたとき、どの
程度できますか。【管理職限定】

アンケートから

54%

14%

21%

11%

53%

31%

14%
3%

R４ R５
昨年度と逆の結果となり、7割近くの管理職が「ほぼでき
る」「だいたいできる」と答えている。



成果
・教頭自身が、積極的に実践を行う姿を見せたことで具体的なアド
バイスや関わりが可能になり、校内研修が活性化した。

・自由進度学習を自ら実践してみようとする教員が増え、相乗的に
児童生徒の授業への主体性も高まっている。

・教頭が積極的にMicrosoft Teams等で情報発信したことで、自由進
度学習に不安感をもっていた教員が減少し、実践する教員も増え
た。

・美祢市教育委員会と連携することで市の方針に合わせて教職員の
授業作りに寄与することができた。

成果と今後の課題について



自由進度学習について

アンケートから

●子どもの学力を高める有効な手立てだと思う。
●子どもの主体性を高めると思う。
●個に応じた学習課題や学習方法を選択できる
と思う。
●これまでの集団での指導の方がよいと思う。
●できる子どもとできない子どもの学力差が広
がりそうだと思う。
●授業準備が大変だと思う。
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「いつも困っている」「ときどき困っている」と答えた方につ
いて、具体的に困っていることがあればお書きください。

アンケートから



課 題
・新規採用や初めて美祢市に勤務する教員の自由進度学
習に対する理解への対応。

・教頭による実践の日常化。

・自立した学習者を育成するため、自由進度学習以外の
学びのスタイルの可能性の模索。

・校内研修への教頭の適切な関わりの広がり。

成果と今後の課題について



教職員の専門性≒教頭の専門性

教頭自身が謙虚に学ぶ姿を目指して


